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一
三
年
ぶ
り
の
動
意�

� 【特集】�

国
土
交
通
省
が
三
月
に
発
表
し
た
全
国
の
地
価
公
示
に
よ
れ
ば
、
住
宅
地
・

商
業
地
と
も
一
三
年
連
続
の
下
落
と
な
っ
た
。
た
だ
、
東
京
や
名
古
屋
、
福

岡
の
都
心
部
で
は
地
価
の
反
転
・
上
昇
地
点
が
拡
大
し
、
大
阪
で
も
都
心
部

で
横
ば
い
地
点
が
増
え
る
な
ど
〝
一
三
年
ぶ
り
の
動
意
〞
が
み
え
始
め
た
。

今
後
、
経
済
情
勢
の
好
転
に
伴
っ
て
地
価
の
反
転
は
拡
大
す
る
の
か
、
局
地

的
現
象
に
と
ど
ま
る
の
か
。

各
地
の
不
動
産
専
門
家
に

〝
鑑
定
〞
し
て
も
ら
っ
た
。�

地
域
経
済
の
実
態
を
反
映
す
る
公
示
地
価�

日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
　
常
務
理
事�

地
価
調
査
委
員
会
委
員
長�

　
　
神
戸
　
冨
吉�

注
目
に
値
す
る

名
古
屋
駅
前
商
圏

今
年
三
月
に
国
土
交
通
省
が
公

表
し
た
地
価
公
示
か
ら
、
地
価
は
ど

の
よ
う
な
局
面
に
あ
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
か

三
大
都
市
圏
（
東
京
、
大
阪
、
名

古
屋
）
や
ブ
ロ
ッ
ク
中
核
都
市
（
札

幌
、
仙
台
、
広
島
、
福
岡
）
の
中
心

地
区
を
除
け
ば
、
地
価
下
落
が
相
変

ら
ず
続
い
て
い
る
。
商
業
地
、
住
宅

地
と
も
地
価
の
「
個
別
化
・
二
極

化
」
が
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
実
情
だ
。

ま
ず
、
東
京
で
は
か
つ
て
郊
外
へ

広
が
っ
た
不
動
産
市
場
が
都
心
に
回

帰
し
て
い
る
。
一
三
年
連
続
し
て
下

落
し
た
結
果
、
都
心
で
は
投
資
採
算

が
合
う
水
準
に
ま
で
住
宅
地
、
商
業

地
の
地
価
が
下
が
り
、
反
転
・
上
昇

す
る
地
区
が
増
え
て
き
た
。

地
方
都
市
の
な
か
で
は
、
名
古
屋

駅
前
商
圏
の
地
価
上
昇
が
注
目
に
値

す
る
。
名
古
屋
駅
前
は
か
つ
て
三
越

の
あ
る
栄
区
が
中
心
だ
っ
た
が
、
九

九
年
に
名
古
屋
駅
前
に
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト

ラ
ル
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、
さ
ら
に
、

豊
田
毎
日
ビ
ル
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
は
豊
田
毎
日
ビ
ル
を
事
業

拠
点
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
企
業
を
名

都
市
の
一
部
を
除
い
て
、
全
体
的
に
は
地
価
の
下
落
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
地
区
に
あ
っ
て
も
物

件
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
る
な
ど
「
個
別
化
・
二
極
化
」
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
経
済
そ

の
も
の
が
復
活
し
な
い
限
り
、
都
心
の
地
価
上
昇
が
自
動
的
に
地
方
に
波
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
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地
価
―
一
三
年
ぶ
り
の
動
意
�

収
益
還
元
価
格
へ
の
収
斂
や
金
融
商
品
化
は
市
場
の
重
要
な
変
化�

不
動
産
価
格
下
げ
止
ま
り
の
銀
行
貸
出
へ
の�

影
響
は
限
定
的�

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
　
調
査
本
部�

金
融
調
査
部
長�

　
　
四
宮
　
隆
文�

不
動
産
の
収
益
価
格
へ
の

収
斂
が
進
行

ま
ず
わ
が
国
の
地
価
の
現
状
に
つ

い
て
株
価
と
比
較
し
つ
つ
述
べ
て
み

た
い
。
わ
が
国
の
地
価
は
九
〇
年
初

の
ピ
ー
ク
に
比
し
て
全
国
全
用
途
で

五
割
程
度
、
六
大
都
市
商
業
地
で
九

割
程
度
の
大
幅
な
下
落
を
み
た
。
株

価
も
八
九
年
の
ピ
ー
ク
比
で
七
割
程

度
の
下
落
と
な
っ
た
が
、
〇
三
年
四

月
を
底
に
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
地

価
に
つ
い
て
も
大
都
市
圏
で
は
よ
う

や
く
下
げ
止
ま
り
が
明
ら
か
に
な

り
、
部
分
的
に
は
上
昇
に
転
じ
る
エ

リ
ア
も
出
て
き
た
。
だ
が
、
全
体
と

し
て
は
ま
だ
下
落
ト
レ
ン
ド
か
ら
脱

し
た
と
は
い
え
な
い
。
株
式
市
場
に

た
と
え
れ
ば
、
全
銘
柄
が
下
落
す
る

全
面
安
の
状
態
か
ら
は
脱
し
た
が
、

下
げ
止
ま
り
や
上
昇
に
転
じ
た
の
は

一
部
の
銘
柄
に
す
ぎ
ず
、
株
価
指
数

全
体
で
み
れ
ば
下
落
が
続
い
て
い
る

の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
株
式
市
場
と
不
動
産
市

場
は
市
場
構
造
や
価
格
形
成
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
異
な
る
。
株
式
市
場
は
流
動

性
が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
家
が

さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
を
活
発
に
売
買
し

て
い
る
た
め
市
場
の
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
速
い
。
一
方
、
不
動
産
市
場
は

エ
リ
ア
や
用
途
の
個
別
差
が
大
き

く
、
大
都
市
圏
の
優
良
物
件
を
除
き

大
部
分
の
物
件
は
投
資
家
の
投
資
対

象
と
は
な
ら
ず
相
対
取
引
で
価
格
が

決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
不
動

産
市
場
は
株
式
市
場
に
比
し
て
流
動

性
は
低
く
、
そ
の
分
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
遅
い
。
こ
の
結
果
、
わ
が
国
で

は
、
株
価
は
「
景
気
を
映
す
鏡
」
と

い
わ
れ
景
気
の
先
行
指
標
と
な
っ
て

い
る
が
不
動
産
価
格
は
景
気
の
遅
行

指
標
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
最
近
の
部
分
的
な
不

不
動
産
価
格
に
部
分
的
な
が
ら
下
げ
止
ま
り
や
上
昇
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
最
近

の
不
動
産
市
場
の
変
化
や
企
業
金
融
の
現
状
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
変
化
が
銀
行
貸
出
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

２００４．５．３１金融財政事情35




